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Ⅰ 問題 

肢体不自由児の特性について、曻地（1994)は障

害重積深化過程として、第一症状の肢体不自由そ

のものが原因となって、それに親や社会人といっ

た周囲の影響も受けて第二症状としての情緒不安

が、さらにそれが次の第三症状としての劣等感へ

と連鎖反応に深化していくと述べている。 

平成 11 年告示の盲・聾・養護学校学習指導要領

において、それまで障害の状態に対応した特別な

指導領域として位置づけられてきた「養護・訓練」

は、個々の児童生徒が自立を目指し、障害に基づ

く種々の困難を主体的に改善・克服していく学習

活動であることを一層明確にするため、名称を「自

立活動」と改称した(姉崎,2001;下山，2006)。自立

活動は、様々な困難を抱える肢体不自由児にとっ

て教育課程上重要な位置づけとなる。 

海老沢(2013)は、肢体不自由児童生徒は身体の

動きに制限があるだけでなく、一つの動作に時間

がかかり幼い頃から周囲の人たちの援助を受けて

生活していることから、様々な面で経験が不足し

ていることが多く、そのため、自分でやろうとす

る意欲が低く、やりたくても自信がなく尻込みし

てしまう等、主体性に欠ける面が多く見られると

述べている。さらに、生徒が学校を卒業後、社会

に出て自立した生活を送るためには自立活動の学

習を通して、一人一人主体性を身につけることが

必要であるとしている。 

これまでの特別支援学校の目標設定は、大まか

で抽象的な表現が多く、児童生徒の評価をするこ

とが困難であり、個々の障害の特性が十分に考慮

されていなかったりするなど、学びの活動像につ

ながる具体的な目標設定がされていなかった(菅

野,2012)。主体性について、教師が児童生徒のど

の姿を主体性と捉えるか具体的に考えて学習活動

を行うことや、児童生徒が学習する内容に主体的

に関わりながら、知識や技能を習得していく授業

を目指すべきであり、教師には児童生徒が活動へ

の意欲や目標をもてるような指導が求められてい

る(大谷,2013)。 

油目(2010)、上原・齋藤(2013)等の先行研究で、

重度・重複障害児の主体的に自立活動に取り組む

姿のイメージやそれを生かした指導上の配慮・工

夫については明らかにされている。しかし、重度・

重複障害児以外の肢体不自由児については明らか

にされていない。準ずる、あるいは知的障害特別

支援学校の各教科等代替の教育課程(以下、知的代

替の教育課程)の肢体不自由児が主体的に自立活

動に取り組む姿やそれを生かした指導上の配慮・

工夫について明らかにすることは、肢体不自由児

の主体性を育む自立活動の指導を行うための重要

な資料となると考える。 

 

Ⅱ 目的 

本研究では、準ずる教育課程または知的代替の

教育課程の教育を受ける肢体不自由児が自立活動

の授業に主体的に取り組める指導について検討す

ることを目的として、以下の 4 点について明らか

にする。 

１ 肢体不自由児が主体的に自立活動の授業に取

り組む姿に対する教師のイメージ(以下、主体性

のイメージ) 

２ 肢体不自由児の自立活動における個別の指導

目標設定・評価の実態と主体性のイメージとの

関連 

３ 教師の指導上の配慮・工夫の実態と主体性の

イメージとの関連 

４ 肢体不自由児の自立活動における個別の指導

目標設定・評価と指導上の配慮・工夫の関連 

 

Ⅲ 方法 

１ 方法と実施時期 

全国肢体不自由ＰＴＡ連合会が示す、準ずる教 



 

 

表 1 各学部教師のイメージの有無 

 回答数 

 有 無 計 

小学部 58 2 60 

中学部 49 3 52 
高等部 54 5 59 
計 161 10 171 

育課程又は、知的障害代替の教育課程がある特別

支援学校(肢体不自由教育)204 校のうち、調査協

力可能と回答のあった 72 校の肢体不自由児の自

立活動の時間の指導を担当する各学部（小学部、

中学部、高等部）1 名ずつを対象に郵送による質

問紙調査を行った。調査は 2014 年 8 月上旬から

9 月上旬に実施した。 

２ 調査項目 

予備調査によって確定した以下の質問項目。 

(１)回答者の属性について 

(２)自立活動の時間における肢体不自由児が主体

的に取り組む姿のイメージに関すること 

(３)自立活動の時間における目標・評価の設定に

関すること 

(４)自立活動の時間における配慮・工夫の設定に

関すること 

(５)主体性や目標・評価の設定、配慮・工夫の設定

について教師間で話し合う機会に関すること 

３ 倫理的配慮 

 本研究を実施するに当たり、調査対象の学校長

に調査実施の可否を確認し、実施可と返信があっ

た学校のみに調査を実施した。また、学内の倫理

委員会に実施の申請を行い、実施に問題がないこ

とを確認した。 

 

Ⅳ 結果と考察 

１ 回収率 

72 校中 68 校(94.5％)174 名の教師から回答が

あった。このうち、記入上の不備等の理由で 3 名

の回答は分析対象から外し、171 名の回答を分析

対象とした(小学部 60 名、中学部 52 名、高等部

59 名)。 

２ 結果及び考察 

1) 主体性のイメージ 

主体性のイメージの有無について、ほぼ全員の 

表 2 各学部教師のイメージの内容項目 

項目 

小学部教師のイメージ 

意欲的に取り組む姿 
誰かと一緒に取り組む姿 

iPad の活用で取り組む姿 
将来に向かって、取り組む姿 

考えて取り組む姿 

伝える姿 

身体を使った動きの姿 

身体の動きを工夫する姿 

意欲的に一人で取り組む姿 

課題に見通しをもって、取り組む姿 

成功したことに喜びを感じている姿 

教材・教具を使用している姿 

身辺を自立する姿 

人とかかわる姿 

中学部教師のイメージ 

意欲的に取り組む姿 

身体を使った動きの姿 

移動の姿 

活動を理解して自ら取り組む姿 
課題に対して自ら取り組む姿 
人とかかわる姿 

伝える姿 
興味・関心がある姿 

身辺の自立を目指して取り組んでいる姿 

摂食の姿 

高等部教師のイメージ 
自ら取り組む姿 

自己理解している姿 

自己評価している姿 

自己決定している姿 

課題を理解して取り組む姿 

将来等見通しを持って取り組む姿 

運動・動作にかかわる動きの姿 

関心の姿 
伝える姿 

教師がイメージを持っていると回答した(表 1)。 

イメージしている姿の具体的な内容では、小学

部で計 15 項目、中学部で計 11 項目、高等部で計

10 項目があげられた(表 2)。意欲的に取り組む姿

の具体的な内容では、「教師の質問に積極的に答え

ようとする」や、「自ら主体的にやろう(意欲、興

味、関心)としている姿」、「『次は○○をしたい』

等意欲的に課題に取り組むや、苦手な課題も、あ

きらめず、最後までやろうとする」等があげられ

た。 



 

 

表 3 イメージを活かした目標・評価の有無 

 回答数 

 有 無 計 

小学部 49 11 60 
中学部 44 8 52 
高等部 51 8 59 
計 144 27 171 

これらの内容は、広島県立広島北特別支援学校 

(2012)があげている主体的行動の「自分から動く」

や「自分で考えて動く」、「工夫する」、「選択する」、

「最後までやり通す」等の姿と重なり、「肢体不自

由児の自立活動の授業における主体的に取り組む

姿」と「知的障害児の主体的行動」は重なる内容

があることがわかった。肢体不自由児独自のもの

としては、「身辺を自立する姿(衣服のの着脱、一

人でトイレを利用する等)」や、「摂食の姿(姿勢に

気をつけて食べる、こぼさないで食べる等)」等が

あげられた。 

重度・重複障害児の主体的に自立活動の授業に

取り組む姿のイメージ(油目,2010)では、「コミュ

ニケーションの表出、受容」や、「姿勢・運動」、

「感覚の受容」、「覚醒」といったことが多くあげ

ており、「コミュニケーション」や、「姿勢・運動」

の部分では重度・重複障害児とそれ以外の肢体不

自由児で重なる内容があることもわかった。また、

「パソコンゲームやスイッチ操作など支援機器・

情報機器を活用すること」に関しても共通してあ

げられた。 

全学部で「伝える姿」といった、自立活動の内

容の区分でいう「人間関係の形成」、「コミュニケ

ーション」に関する内容が共通してあげられた。

肢体不自由児は、書字や発語等に関連する運動・

動作の障害のため、文字や言葉を伝達媒体として

意図どおりに活用できない場合(高井,2000)もあ

ることから、「自立活動の授業における主体的に取

り組む姿」をイメージする際、「人間関係の形成」、

「コミュニケーション」に関わる姿がイメージさ

れていると推察される。 

2) 主体性のイメージと個別の指導目標設定と評

価の内容設定の実態との関連 

全学部で、ほとんどの教師が肢体不自由児の「自

立活動の授業において主体的に取り組む姿」のイ 

表 4 イメージを活かした配慮・工夫の内容の有無 

 回答数 
 有 無 計 

小学部 49 11 60 
中学部 47 5 52 
高等部 50 9 59 
計 146 25 171 

メージを自立活動の個別の指導目標設定と評価の

視点(以下、目標・評価)に反映していることがわか

った(表 3)。 

全学部で「身体の動き」といった、自立活動の

内容の区分でいう「身体の動き」に関する目標・

評価の内容が共通してあげられた。このことから、

肢体不自由児の障害特性にある四肢体幹の運動機

能障害(君塚,2010)」に関わる目標・評価の内容が

多く設定されていると考えられる。また、「人との

かかわりの中での取り組み」といった、自立活動

の内容の区分でいう「人間関係の形成」に関する

目標・評価の内容が共通してあげられた。 

本研究では、笠原(2013)の基礎課題(短期目標)

の設定方法と菅野(2012)の目標設定の評価基準等

を参考に「具体的」について「何が、どのくらい

できる」と定義し、それ以外のものを「抽象的」

とし、目標・評価の内容について分類した。その

結果、「主体的に取り組む姿」をイメージしている

教師の割合が全学部で高かったが、具体的にイメ

ージしている教師は全学部で半数以下と少ない結

果となった。一方で、具体的に「主体的に取り組

む姿」をイメージしている教師は、半数以上が目

標・評価の内容も具体的であった。このことから、

「主体的に取り組む姿」を具体的にイメージする

ことによって、具体的な目標・評価の内容につな

がると考える。 

3) 肢体不自由児が主体的に取り組むための学習

活動上の教師の配慮・工夫の実態と主体性のイ

メージとの関連 

 全学部で、ほとんどの教師が肢体不自由児の「自

立活動の授業において主体的に取り組む姿」のイ

メージを自立活動の授業の配慮・工夫の観点等を

設定する際に生かしていることがわかった(表 4)。 

全学部で「働きかけを減らす」配慮・工夫を行

っており、「教師は、日々児童生徒の実態が変わっ



 

 

ていく中で、実態把握を丁寧に行い、自立の姿を

見据えつつ主体的に学習活動に取り組み」(油

目,2010)、「子供自身が活動している実感をもてる

ような身体的援助」や、「子供の思いをくみ取るや

りとり」(宮川,2012)など、児童生徒の動きを丁寧

に受け止め、「待つ」ことで生徒の動きを引き出そ

うとしていることがうかがえた。 

重度・重複障害児の自立活動において児童生徒

が主体的に取り組むための配慮・工夫(油目,2010)

では、「様々なスイッチ等を使って外環境に働きか

けることが実感できるように様々な工夫をこらし

ている」や、「言葉かけを常に行い、できたり喜ん

だりすると大いにほめること」、「教師がじっくり

子どものアクションを待つ態度」といったことが

多くあげられおり、「言葉かけ」や、「賞賛」、「生

徒の反応を待つ」の部分では、重度・重複障害児

とそれ以外の肢体不自由児で重なる内容があるこ

とがわかった。一方、今回重度・重複障害児以外

の肢体不自由児のみであげられた特徴的な配慮・

工夫としては、「本人が自分で判断して取り組むた

めの教師の働きかけ」や、「本人が課題を理解して

取り組むための教師の働きかけ」、「本人の話を聞

く」といった内容があげられ、具体的には「興味・

関心が向かうことだけでなく、自分の体をよりよ

く保つために必要な内容にも取り組めるよう、自

己理解を促す」や、「いくつか移動させたいか、自

分で目標を決めさせる」、「重心がどちらの足にの

っているか本人にたずねるようにしている」、「踏

み出した足で、しっかりと床を踏みしめるように

伝える」等があげられた。これらのことから、本

人の思いや身体的なニーズを考慮しながら、児童

生徒が主体的に自立活動の授業に取り組むための

配慮・工夫を考えていることがうかがえた。 

主体性のイメージとの関連では、「将来等見通し

を持って取り組む姿」のイメージに対して「見通

しがもてるようにする」の配慮・工夫や、「成功し

たことに喜びを感じている姿」のイメージに対し

て「賞賛」の配慮・工夫などイメージと肢体不自

由児が主体的に取り組むための学習活動上の教師

の配慮・工夫の内容が関連している様子がうかが

えた。 

特別支援学校(肢体不自由教育)に勤務している

教師の自立活動の授業における児童生徒の「主体

性のイメージ」、「目標・評価」の内容、「配慮・工

夫」の内容を明らかにすることができた。例えば、

重度・重複障害児以外の肢体不自由児の主体性の

イメージでは、「身辺を自立する姿」や「摂食の姿」

等が独自の内容としてあげられ、これらを含め、

学部や教育課程ごとに内容はさまざまであること

が明らかとなった。また、主体性のイメージが具

体的な教師は「目標・評価」の内容や、「配慮・工

夫」の内容が具体的であることが明らかにされた。

このことにより、特別支援学校(肢体不自由教育)

の重度・重複障害児以外の肢体不自由児の自立活

動の授業を担当する教師に対して、担当する児童

生徒が主体的に自立活動に取り組める目標・評価

や、配慮・工夫を考えるための資料を示すことが

できたと考える。 
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